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 具体的な数値でいいますと、大学の進学率は 2005 年で 50％を超えて、現在 2009 年では
男女共に合わせて 56.2％にまで達しています。ですから、半分以上の若者が大学を卒業す
る 22 歳までは、親の庇護の元で生活をしているということになります。高学歴化に伴って
初婚年齢が上がっており、2008 年度は夫の初婚年齢は 30.2 歳、妻は 28.5 歳になっていま
す。女性の結婚が遅くなったというだけではなくて、夫婦の年齢差も縮まってきたという
特徴があります。女性の場合は、20 代後半～30 代前半にかけて、未婚化が非常に進んでい
ます。2000 年の国勢調査で 20 代後半の未婚率は 54％で、1970 年は 18％でしたので、こ
の 30 年間で約 3 倍に増えたことがわかります。また、男性の場合も同時期に比べて 30 代
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85 
つことも先が読めないのでやめておこう、という風潮にあるということです。 
 ところが、これまで見てきたように私たち人間というのは、他者なしでは実は生きる意
味を見出すことができない存在なわけです。同様に、アレントがいうように、主体的にコ
ントロールするということができない、未来や他者との関係こそが、自分が生きていると
いう意味や自分が今ここにいるということの意味を創出しているのだ、といえるのではな
いかと思います。そういった意味で、「待つことの力」、他者を待ち受ける力は、現代では
意味を持たなくなりつつありますが、とても大切な力だと思います。なぜならば、「待つ」
ということは、能動的ではなく、受動的なかかわり方で、未来に向けて何の予測をしない
ということを意味しています。ですから、「待つことの力」は、時間や自己に対して開かれ
た状態でいるための能力として現代こそ必要な力です。私たちは、個人化する社会にある
からこそ、自分でリスクの判断をするだけではなく、他者との関係性の中で生きていくと
いうことが一番大事であり、生きるうえで、大人になっていくうえで、他者とのかかわり
なしにそういうことは起こりえないということです。 
 同様の視点で考えれば、「親になること」にも養育とは異なる意味が見いだせます。「待
つことの力」を最も要求される行為が、「親になること」といえるでしょう。また、アフリ
カのことわざの中に、「一人の子どもを育てるためには、村じゅうの人の力が必要である」
ということわざがあるそうです。ですから、これから子育てをするときも、すべてが親と
いう個人の能力のせいにする見方を捨てて、人と人とのつながりを大事にして、地域の中
で社会的な存在として子どもを育んでいく視点を持つことが、とても大事になってくると
思います。共同体の捉え方も、自分を拘束する存在として考えるのではなくて、かけがえ
のない他者として人との関係をつくるための存在として考え直してみることが大事ではな
いでしょうか。このように考えるとき「親になること」の現代的意義が見えてくると思い
ます。この講演を機会に、あらゆる出会いの場の中で、たわいのない話ができて、お茶飲
みができるような関係が広がっていくということこそが、結構人生を豊かにしていくとい
うことを再確認していただけたらありがたいと思います。 
 ご清聴ありがとうございました。 
